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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数
料
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

一 
令
和
三
年
三
月
九
日
付
の
答
弁
書
（
以
下
「
前
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
の
一
に
お
い
て
、
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業

費
補
助
金
に
関
し
、
（
略
）
毎
年
度
の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
検
討
す
る
も
の
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
毎
年
度
な
ら

ば
概
ね
三
月
末
に
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
」
（
以
下
「
要
綱
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
別
紙
二

が
毎
年
度
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
要
綱
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
日
、
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日
、
令
和

元
年
九
月
三
十
日
に
し
か
改
正
さ
れ
て
い
な
い
。
要
綱
第
四
条
の
別
紙
二
は
、
総
務
大
臣
の
決
裁
も
せ
ず
に
差
し
替
え
て
い

る
の
か
。
総
務
大
臣
の
決
裁
も
せ
ず
に
差
し
替
え
て
い
る
な
ら
ば
、
森
友
学
園
案
件
の
際
に
、
決
裁
を
せ
ず
に
公
文
書
を
差

し
替
え
た
こ
と
と
同
じ
で
問
題
で
は
な
い
か
。 

二 

令
和
三
年
二
月
二
十
五
日
提
出
の
質
問
主
意
書
の
二
に
お
い
て
、
「
天
災
以
外
の
本
人
の
責
に
よ
ら
な
い
場
合
の
再
交
付

（
製
品
不
良
、
火
災
、
盗
難
、
交
通
事
故
等
）
に
つ
い
て
も
、
補
助
金
交
付
要
綱
で
は
無
料
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
葉
山
町
、

中
野
区
、
対
馬
市
で
は
有
料
と
さ
れ
」
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
前
答
弁
書
の
二
に
お
い
て
「
当
該
再
交
付
に
係
る
手
数
料

相
当
額
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
そ
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
」
と

答
弁
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 



 

２ 

 

 
 

し
か
し
な
が
ら
、
住
民
の
話
に
よ
る
と
、
前
答
弁
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京
都
中
野
区
の
戸
籍
住

民
課
で
は
、
制
度
当
初
の
五
年
以
上
前
か
ら
有
料
に
し
て
い
る
が
、
前
答
弁
書
の
後
に
総
務
省
に
確
認
し
た
も
の
の
、
再
交

付
は
自
治
事
務
な
の
で
市
区
町
村
が
判
断
す
れ
ば
よ
い
と
の
回
答
だ
っ
た
た
め
、
東
京
都
中
野
区
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
修
正

し
て
、
天
災
以
外
の
本
人
の
責
に
よ
ら
な
い
場
合
の
再
交
付
に
つ
い
て
は
有
料
と
明
確
化
し
て
い
る
。 

 
 

こ
れ
で
は
、
今
後
と
も
そ
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
旨
の
前
答
弁
書
は
、
虚
偽
答
弁
で
は
な
い
か
。
政
府
の

見
解
を
問
う
。 

三 

前
答
弁
書
の
二
に
お
い
て
、
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
長
（
特

別
区
の
区
長
を
含
む
。
）
が
行
う
」
と
あ
る
が
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
は
、
同
法
第
四
十
四
条
を
み
る
と
、
地
方
自
治

法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
規
定
さ
れ
、
自
治
事
務
で
は
な
く
、
国
が
本
来
果
た
す
べ

き
役
割
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
国
に
お
い
て
そ
の
適
正
な
処
理
を
特
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

東
京
都
中
野
区
の
よ
う
に
、
制
度
当
初
の
五
年
以
上
前
か
ら
補
助
対
象
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
有
料
と
い
う
扱
い
を
放

置
す
る
と
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
費
補
助
金
と
住
民
か
ら
の
手
数
料
の
二
重
取
り
や
誤
徴
収
、
住
民
か
ら
徴
収
し
た



 

３ 

 

手
数
料
分
を
職
員
が
横
領
す
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
危
険
性
が
あ
り
、
国
が
本
来
果
た
す
べ
き
役
割
に
係
る
も
の
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
適
正
な
処
理
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
国
に
お
い
て
早
急
に
是
正
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

四 

前
答
弁
書
の
三
及
び
四
に
お
い
て
、
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
費
補
助
金
は
市
町
村
に
対
し
て
交
付
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
の
公
開
は
行
っ
て
い
な
い
」
と
あ
る
が
、
市
区
町
村
の
判
断
で
、
市
区
町
村
が
要
綱

を
公
開
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
か
。
な
お
、
一
部
の
市
区
町
村
で
は
、
住
民
や
議
会
か
ら
有
料
の
根
拠
を
問
い
詰
め
ら

れ
る
た
め
、
そ
の
法
的
根
拠
で
あ
る
要
綱
や
総
務
省
自
治
行
政
局
住
民
制
度
課
の
作
成
し
た
質
疑
応
答
集
を
配
布
公
開
し
て

い
る
例
も
あ
る
。
市
区
町
村
が
公
開
す
る
こ
と
に
差
し
支
え
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
お
教
え
願
い
た
い
。 

五 

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数
料
八
百
円
は
、
市
区
町
村
の
手
数
料
条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
確
認
す
る
限
り
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
伴
う
電
子
証
明
書
の
再
発
行
手
数
料
二
百
円
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
規
定
し
な
い
理
由

は
、
同
電
子
証
明
書
の
再
発
行
手
数
料
二
百
円
は
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
定

め
、
機
構
か
ら
の
委
託
に
基
づ
き
市
区
町
村
に
お
い
て
徴
収
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
電
子
証
明
書
に
つ
い
て
は
手
数
料
条

例
の
制
定
は
不
要
と
平
成
二
十
七
年
の
総
務
省
の
指
導
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

一
方
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
五
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
、
「
債
権
の
担
保
と
し
て
徴
す
る
も
の
の
ほ
か
、
普
通
地



 

４ 

 

方
公
共
団
体
の
所
有
に
属
し
な
い
現
金
又
は
有
価
証
券
は
、
法
律
又
は
政
令
の
規
定
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
保
管

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

た
と
え
機
構
か
ら
の
委
託
に
基
づ
こ
う
が
、
一
時
的
な
預
り
金
で
あ
ろ
う
が
、
手
数
料
条
例
に
規
定
す
る
こ
と
な
く
、
ま

た
、
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
又
は
同
施
行
令
等
の
規
定
も
な

く
、
住
民
か
ら
市
区
町
村
の
職
員
が
手
数
料
を
徴
収
し
て
、
二
百
円
の
現
金
を
保
管
す
る
こ
と
は
、
会
計
処
理
が
不
明
確
と

な
る
こ
と
、
ま
た
、
上
記
の
と
お
り
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
費
補
助
金
と
住
民
か
ら
の
手
数
料
の
二
重
取
り
や
誤
徴

収
、
住
民
か
ら
徴
収
し
た
手
数
料
分
を
職
員
が
横
領
す
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
危
険
性
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治

法
上
も
問
題
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


